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ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
て
三
週
間
以
上
が
経
っ
た
。

ロ
シ
ア
は
こ
れ
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
周
辺
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
お
い
て

「
演
習
」
と
称
し
て
軍
を
動
員
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
作
戦
に
移
行
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
戦
争
に
発
展
す
る
形
と

な
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
（
東
部
）、ク
リ
ミ
ア
半
島
（
南

部
）、
ベ
ラ
ル
ー
シ
（
北
部
）
の
三
方
向
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
入

し
て
お
り
、
激
し
い
戦
い
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
開
戦
当
日
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
占
領
は
計
画
に
含
ま

れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
外
相
ク
レ
バ
は

こ
れ
に
対
し
、「
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
大
規
模
な
再
侵
攻
を

始
め
た
」
と
主
張
し
、
多
く
の
都
市
が
標
的
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
「
全
面
的
な
攻
撃
だ
」
と
非
難
し
た
。

　

本
稿
で
は
現
在
（
三
月
一
九
日
）
ま
で
の
各
方
面
の
戦
況
を
概
観

し
、
今
後
の
展
開
を
考
え
る
。

親
ロ
シ
ア
派
勢
力
地
域
の
「
独
立
」
か
ら
開
戦
へ

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
二
月
二
一
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
方
の
「
ド
ネ

ツ
ク
人
民
共
和
国
」
と
「
ル
ガ
ン
ス
ク
人
民
共
和
国
」
を
独
立
国
家

と
し
て
承
認
、
こ
れ
ら
親
ロ
シ
ア
派
勢
力
地
域
に
「
平
和
維
持
」
を

目
的
と
し
て
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
た
。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
ロ

シ
ア
軍
が
「
平
和
維
持
活
動
者
」
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
招
か
れ
る

格
好
で
入
り
込
む
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
報
じ
た

が
、二
月
二
三
日
に
ロ
シ
ア
軍
は
「
両
国
」
の
国
境
へ
部
隊
を
進
め
、

二
四
日
の
段
階
で
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
ボ
レ
ル
外
交
安
全
保
障

上
級
代
表
は
、「
ロ
シ
ア
軍
が
既
に
親
ロ
シ
ア
派
支
配
地
域
に
入
っ

た
」
と
述
べ
た
。
独
立
を
宣
言
し
た
「
両
国
」
は
、
ロ
シ
ア
に
軍
事

支
援
を
要
請
し
て
い
た
た
め
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
早
期
の
「
平
和
維

持
」
は
達
成
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。

　

開
戦
と
同
時
に
ロ
シ
ア
軍
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
イ
ン
フ
ラ
と
軍
事

拓
殖
大
学
非
常
勤
講
師

伊
藤
嘉
彦

い
と
う　

よ
し
ひ
こ　
一
九
七
七
年
生
ま
れ
。

大
東
文
化
大
学
及
び
独
イ
ェ
ー
ナ
大
学
卒
。

拓
殖
大
学
大
学
院
国
際
協
力
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
博
士
（
安
全
保
障
）。

犠
牲
を
大
き
く
し
た
ロ
シ
ア
軍
戦
略
転
換

—
—

侵
攻
開
始
か
ら
の
経
過
を
追
う
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施
設
へ
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の

レ
ー
ダ
ー
施
設
等
を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
防

空
能
力
・
制
空
能
力
の
削
減
を
企
図
し
た
と
思
わ
れ
る
。
二
月
二
四

日
、
ロ
シ
ア
軍
は
空
挺
部
隊
で
首
都
キ
エ
フ
北
西
の
ア
ン
ト
ノ
フ
国

際
空
港
の
奪
取
を
試
み
た
が
、同
空
港
の
確
保
は
翌
二
五
日
に
な
り
、

早
期
に
首
都
キ
エ
フ
を
強
襲
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
首
脳
陣
及
び
軍
上
層

部
を
短
期
に
無
力
化
で
き
な
か
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
も
キ
エ
フ
の

市
街
地
周
辺
は
維
持
、
第
二
の
都
市
ハ
リ
コ
フ
で
は
、「
市
街
に
侵

入
し
た
ロ
シ
ア
軍
を
撃
退
し
た
」
と
州
知
事
が
伝
え
る
（
二
月
二
七

日
）
な
ど
、
激
戦
が
続
い
て
い
る
。

　

開
戦
翌
日
の
二
五
日
に
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子

力
発
電
所
を
占
拠
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
ド
ニ
エ
プ
ル
川
を
西

岸
に
渡
り
、
国
境
を
越
え
て
キ
エ
フ
を
目
指
せ
ば
、
す
ぐ
に
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
に
至
る
。
だ
が
ロ
シ
ア
軍
地
上
部
隊
の
前
進
は
順
調
で
は

な
く
、
三
月
四
日
に
は
キ
エ
フ
北
西
六
〇
キ
ロ
の
ボ
ロ
デ
ィ
ア
ン
カ

で
戦
闘
の
末
に
撃
退
さ
れ
、
同
日
に
は
キ
エ
フ
北
西
の
ゴ
ス
ト
メ
ル

で
も
装
甲
車
両
の
隊
列
が
撃
破
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。

キ
エ
フ
を
め
ぐ
る
戦
線
は
膠
着

　

首
都
キ
エ
フ
で
は
市
民
が
バ
リ
ケ
ー
ド
を
道
路
に
設
置
し
、
土
嚢

を
積
む
様
子
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
市
街
地
中
心
付
近
は
ウ
ク
ラ
イ

ヘルソン
ザポリージャ原発

チェルノブイリ原発

ルガンスク

キエフ
リビウ

クリミア半島

ドニエプル川

オデッサ

スロバキア

ルーマニア

モルドバ

ハンガリー

ポーランド

ベラルーシ

ロシア軍侵攻と支配地域

ロシア

ロシアが支配したと見られる地域
ロシア軍侵攻経路

黒海

ハリコフ

スムイ

チェルニーヒウ

ウマニ

ジトーミル

マリウポリ

ドネツク

（３月１９日現在）
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ナ
側
が
掌
握
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
三
月
七
日
、
キ
エ

フ
郊
外
の
イ
ル
ピ
ン
地
区
で
、「
キ
エ
フ
郊
外
へ
避
難
す
る
民
間
人

に
対
し
て
ロ
シ
ア
軍
が
攻
撃
」
と
題
す
る
動
画
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
は
先
の
ア
ン
ト
ノ
フ
国
際
空
港
と
キ
エ
フ
北
西

部
外
縁
を
結
ぶ
地
点
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
七
日
の
段
階
で
こ
の

周
辺
が
戦
闘
の
境
界
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
三
月
一
三
日
に

は
、
同
地
区
で
米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
ロ
シ
ア
軍
の
銃
撃
に
遭

い
死
亡
し
た
こ
と
か
ら
、
キ
エ
フ
北
西
地
域
は
戦
線
が
あ
ま
り
動
い

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
軍
は
キ
エ
フ
北
東
部
か
ら
も
迫
り
つ
つ
あ
り
、
キ

エ
フ
北
西
か
ら
と
、
首
都
を
流
れ
る
ド
ニ
エ
プ
ル
川
を
は
さ
ん
だ
北

東
か
ら
キ
エ
フ
市
外
縁
へ
の
侵
入
を
漸
進
的
に
試
み
て
い
る
。
三
月

一
一
日
、
北
西
の
ロ
シ
ア
軍
は
キ
エ
フ
に
一
五
キ
ロ
ま
で
接
近
し
た

と
報
道
さ
れ
た
が
、
キ
エ
フ
北
東
約
三
〇
キ
ロ
の
ブ
ロ
ヴ
ァ
ル
イ
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
急
襲
さ
れ
、
損
害
を
出
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し

一
六
日
、
ロ
シ
ア
軍
は
キ
エ
フ
に
向
け
て
爆
撃
を
行
い
、
ス
ビ
ア
ト

シ
ン
ス
キ
ー
、
ポ
デ
ィ
ル
ス
ク
、
オ
ソ
コ
ル
キ
ー
各
地
区
な
ど
、
軍

事
施
設
で
は
な
い
場
所
に
も
被
害
が
及
ん
だ
。

　

一
方
、
南
部
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
か
ら
発
し
た
ロ
シ
ア
軍
の
攻
勢
は

一
定
の
成
果
を
見
せ
て
お
り
、
開
戦
直
後
に
は
黒
海
に
浮
か
ぶ
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
島
ズ
ミ
イ
ヌ
イ
の
守
備
隊
を
降
伏
さ
せ
、
ク
リ
ミ
ア
北
部

か
ら
進
軍
を
開
始
し
、
占
領
地
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
三
月
四
日
に

は
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
子
力
発
電
所
が
制
圧
さ
れ

た
。
加
え
て
ク
リ
ミ
ア
北
西
ヘ
ル
ソ
ン
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
基
地
を
奪

取
、
へ
ル
ソ
ン
州
全
域
を
掌
握
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ゾ
フ
海
沿
岸
の
マ
リ
ウ
ポ
リ
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
包
囲

す
る
形
で
両
軍
が
激
戦
を
繰
り
広
げ
た
が
、
三
月
五
日
に
は
住
民
が

安
全
に
避
難
で
き
る
「
人
道
回
廊
」
の
設
置
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。

し
か
し
砲
火
は
や
ま
ず
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
双
方
が
非
難
し
合

う
状
況
で
住
民
の
避
難
が
滞
っ
た
。
結
局
、
激
戦
を
経
て
さ
ら
な
る

犠
牲
者
を
出
し
た
後
の
三
月
一
四
日
に
避
難
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
八
日
現
在
、
ロ
シ
ア
軍
は
マ
リ
ウ
ポ
リ
の
包
囲
を
狭
め

て
お
り
、
市
中
心
部
で
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
。
南
東
部
で
は
、
ク

リ
ミ
ア
発
ロ
シ
ア
軍
部
隊
と
親
ロ
シ
ア
派
掌
握
地
域
で
あ
る
「
ル
ガ

ン
ス
ク
人
民
共
和
国
」「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」
に
進
駐
し
た
ロ

シ
ア
軍
の
連
絡
は
、
既
に
容
易
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

一
方
で
、
へ
ル
ソ
ン
陥
落
後
の
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
は
ま
だ
不
透
明

だ
。
一
部
は
さ
ら
に
北
西
に
進
出
し
て
い
る
模
様
だ
が
、
西
部
の
港

湾
都
市
オ
デ
ッ
サ
の
攻
略
を
準
備
し
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
軍
が
オ
デ
ッ
サ
北
東
を
奪
取
し
た
場
合
、
当
地
か
ら
北
進
す

れ
ば
、
ウ
マ
ニ
経
由
で
キ
エ
フ
南
部
に
到
達
す
る
交
通
路
が
手
に
入

る
。
オ
デ
ッ
サ
で
は
住
民
の
避
難
が
始
ま
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
軍
南
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方
面
の
今
後
の
動
向
は
注
視
す
る
に
値
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
比
較
的
平
穏
だ
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
の
諸
都
市
に

も
、
三
月
一
日
に
は
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
キ
エ
フ
西
方
の
都
市
ジ
ト
ー
ミ
ル
が
空
襲
を
受
け
た
。
ま
た

一
三
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
リ
ヴ
ィ
ウ
州
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の

国
境
に
近
い
演
習
場
で
あ
る「
国
際
平
和
維
持
安
全
保
障
セ
ン
タ
ー
」

に
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
二
月
二
六
日
の
時
点
で

国
境
を
開
放
し
、
避
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
か
ら
入
国
・
移
送
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
西
側
諸
国
か
ら
の
「
義
勇

兵
」
や
武
器
が
リ
ビ
ウ
に
集
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

の
戦
力
増
強
を
妨
げ
た
い
と
い
う
、
ロ
シ
ア
軍
の
目
的
が
感
じ
取
れ

る
。

戦
略
転
換
に
よ
り
犠
牲
増
の
恐
れ　

　

侵
攻
二
〜
三
週
間
を
過
ぎ
、
ロ
シ
ア
軍
の
砲
撃
・
空
爆
が
市
庁
舎

や
民
間
住
宅
と
思
わ
れ
る
施
設
に
着
弾
し
て
い
る
映
像
が
散
見
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
開
戦
時
の
よ
う
に
軍
事
施
設
を

精
密
に
狙
い
、
早
期
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
遂
行
能
力
を
無
力
化
し

て
大
都
市
を
占
領
す
る
と
い
っ
た
「
戦
略
目
標
」
を
達
成
で
き
ず
、

作
戦
の
時
間
軸
を
ず
ら
し
、
地
道
に
市
街
戦
で
占
領
地
を
漸
増
さ
せ

る
方
針
に
変
更
し
た
（
も
し
く
は
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
）

可
能
性
が
あ
る
。
キ
エ
フ
で
は
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
長
距
離
か
ら
の

市
街
地
砲
撃
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
側
が
早
期
の
キ
エ
フ
確
保

を
断
念
し
、長
期
的
な
戦
略
に
転
換
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
れ
は
第
一
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
軍
が
市
街
戦

で
多
く
の
被
害
を
出
し
た
こ
と
も
教
訓
に
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ

る
が
、ロ
シ
ア
大
統
領
府
の
報
道
官
ペ
ス
コ
フ
は
三
月
一
五
日
に「
主

要
な
都
市
を
掌
握
す
る
可
能
性
を
排
除
し
て
い
な
い
」
旨
を
発
言
し

て
い
る
。

　

ま
た
「
人
道
回
廊
」
の
設
置
は
、
か
つ
て
ロ
シ
ア
が
シ
リ
ア
内
戦

時
に
都
市
ア
レ
ッ
ポ
で
提
案
し
た
こ
と
が
あ
る
。
三
月
一
〇
日
、
ロ

シ
ア
は
キ
エ
フ
、
ス
ム
イ
、
ハ
リ
コ
フ
、
マ
リ
ウ
ポ
リ
、
チ
ェ
ル
ニ
ー

ヒ
ウ
で
「
人
道
回
廊
」
を
設
置
し
、
一
一
日
は
一
時
的
な
停
戦
が
行

わ
れ
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
回
廊
は
、
住
民
に
対
し
安
全
地
帯
へ
の

避
難
を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
残
る
者
は
「
戦
闘
員
」
と

判
断
さ
れ
、
攻
撃
の
対
象
と
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
実
際
に

三
月
一
六
日
に
は
マ
リ
ウ
ポ
リ
で
、
市
民
が
避
難
し
て
い
た
と
さ
れ

る
劇
場
が
攻
撃
を
受
け
破
壊
さ
れ
た
。

　

こ
こ
ま
で
、
三
月
一
九
日
現
在
に
至
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
を
俯
瞰
し
て
き
た
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
の
停
戦
交
渉
の
行

方
は
、
戦
況
の
推
移
と
連
動
し
て
変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
、
引
き

続
き
注
視
が
必
要
で
あ
る
。
●




